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Popularization of higher education caused diversity of students and brings various issues in 
university education. On the other hand, globalized society requires university to foster 
human resources corresponding to 21
st
 century. Education in university needs to change 
drastically in response to the requirement. Thus, education in university has to teach 
students not only knowledge and skill but also ability and attitude to learn actively. 
Although it is important to foster the ability and teach the attitudes, it is more important to 
share the aspiration with teachers and students. In order to share such feeling, a teacher and 
a student need to understand mutually.  
 This paper investigated the mutual understanding among students and teachers in 
Nagasaki University. The result revealed the issues describing below. 
 1) There exists a gap of mutual understanding between teachers and students. 
 2) These gaps have not changed for ten years. 
These result suggested that introduction of FD and student evaluation in university reform 
did not bring any advantage about mutual understanding between teachers and students. 
The further research should be carried out to encourage the mutual understanding. 
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 長崎大学の教員 688 名に調査用紙を配付し、回
答を求めた。有効回答数は 323 件であり、有効回
答率は 47%である。学部別の回収内訳は表 1 に示
す通りである。 
 






















































調 査 対 象 配布数 回収数 
教育学部 84 名 25 名
経済学部 56 名 17 名
医学部 180 名 107 名
歯学部 94 名 55 名
薬学部 53 名 26 名
工学部 119 名 51 名
環境科学部 49 名 21 名








全学教育 10 名 4 名
合  計 688 名 323 名
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を表 3 に示す。 
 















を表 4 に示す。 
 この結果は、教員は次のような自己像を描いて
調 査 対 象 配布数 回収数 
教育学部 268 名 221 名
経済学部 447 名 165 名
医学部 241 名 154 名
歯学部 58 名 37 名
薬学部 80 名 80 名
工学部 465 名 409 名







水産学部 115 名 82 名







批判精神がある 1.37 自己防衛傾向がある 1.95
自己主張をする 1.68 責任感がある 1.34
迅速性がある 1.09 啓発的傾向がある 1.07
協調性がある 1.62 熱中性がある 1.31
計画性がある 1.30 論理性がある 1.23
勤勉性がある 1.46 感受性がある 1.78
明朗性がある 1.75 創造性がある 1.12
打算性がある 1.87 着実性がある 1.39
政治的関心がある 0.75 向上性がある 1.46
幼稚性がある 2.02 開拓性がある 0.99
自発性がある 1.13 独善性がある 1.48
学習意欲がある 1.43   
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平均を表 5 に示す。 
 










学習態度の行動特徴評定点の平均を表 6 に示す。 
 













表 7 に示す。 
 







論理的である 2.03 疲れ気味である 1.88
客観的である 2.00 社交的である 1.44
情熱的である 1.81 教育が好きである 1.96
開拓的である 1.87 研究が好きである 2.16
自己主張的である 1.30 着実的である 1.78





協調的である 2.05 学生が好きである 2.08
迅速的である 1.74 わがままである 1.20
批判的である 1.54 仕事人間である 1.61












批判精神がある 2.14 自己防衛傾向がある 1.27
自己主張をする 1.99 責任感がある 2.38
迅速性がある 2.02 啓発的傾向がある 1.93
協調性がある 2.17 熱中性がある 2.16
計画性がある 2.18 論理性がある 2.25
勤勉性がある 2.34 感受性がある 2.23
明朗性がある 2.21 創造性がある 2.33
打算性がある 1.12 着実性がある 2.10
政治的関心がある 1.84 向上性がある 2.47
幼稚性がある 0.72 開拓性がある 2.26
自発性がある 2.50 独善性がある 1.15















ノートをとらない 1.32 教科書を買わない 1.48
授業に参加しない 1.19 遅刻が多い 1.41
質問しても答えない 1.55 私語が多い 1.43







論理的である 2.18 疲れ気味である 1.67
客観的である 1.66 社交的である 1.32
情熱的である 1.35 教育が好きである 1.12
開拓的である 1.53 研究が好きである 2.34
自己主張的である 2.12 着実的である 1.85





協調的である 1.15 学生が好きである 1.35
迅速的である 1.37 わがままである 1.71
批判的である 1.92 仕事人間である 1.76





世間知らずである 1.37   
教員と学生における自己認識・相互認識に関する調査研究 











を表 8 に示す。 
 

















































批判精神がある 1.95 自己防衛傾向がある 2.02 
自己主張をする 1.65 責任感がある 2.02 
迅速性がある 1.52 啓発的傾向がある 1.46 
協調性がある 1.99 熱中性がある 2.03 
計画性がある 1.47 論理性がある 1.65 
勤勉性がある 1.39 感受性がある 2.00 
明朗性がある 1.64 創造性がある 1.57 
打算性がある 1.61 着実性がある 1.65 
政治的関心がある 1.41 向上性がある 1.92 
幼稚性がある 1.82 開拓性がある 1.40 
自発性がある 1.70 独善性がある 1.46 







批判精神がある 1.83 自己防衛傾向がある 1.83
自己主張をする 2.23 責任感がある 2.55
迅速性がある 2.52 啓発的傾向がある 2.05
協調性がある 2.62 熱中性がある 2.30
計画性がある 2.58 論理性がある 2.39
勤勉性がある 2.48 感受性がある 2.45
明朗性がある 2.42 創造性がある 2.57
打算性がある 1.91 着実性がある 2.50
政治的関心がある 2.28 向上性がある 2.61
幼稚性がある 1.30 開拓性がある 2.42
自発性がある 2.55 独善性がある 1.87















ノートをとらない 0.74 教科書を買わない 0.82 
授業に参加しない 0.67 遅刻が多い 1.14 
質問しても答えない 0.74 私語が多い 1.02 
議論が成立しない 0.90 質問をしない 1.88 
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表 9 学生像の認識に関する学部毎の有意差の項目数 
 
表 10 学生像の認識に関する t 値 
*は 5%水準で有意差あり，**は 1%水準で有意差あり 
4.2. 教員自身の自己像と学生から見た教員像 
教員像を示す行動特徴評定点の平均を比較した
















































教育学部 (n=25)・(n=221) 8 2 10 
経済学部 (n=17)・(n=165) 2 2 4 
医学部 (n=107)・(n=154) 16 2 18 
歯学部 (n=55)・(n=37) 10 3 13 
薬学部 (n=26)・(n=80) 8 2 10 
工学部 (n=51)・(n=409) 15 2 17 
環境科学部 (n=21)・(n=84) 5 4 9 
水産学部 (n=17)・(n=82) 8 4 12 
項目 経済学部 医学部 
教員数・学生数 (n=17)・(n=165) (n=107)・(n=154)
批判精神がある t = 4.36** t = 4.59** 
自己主張をする t = 0.37 t = 0.20 
迅速性がある t = 0.49 t = 4.20** 
協調性がある t = 0.61 t = 5.34** 
計画性がある t = 0.26 t = 0.87 
勤勉性がある t = 1.53 t = 0.93 
明朗性がある t = 1.14 t = 3.41** 
打算性がある t = 0.05 t = 3.88** 
政治的関心がある t = 2.34* t = 6.02** 
幼稚性がある t = 0.62 t = 3.91** 
自発性がある t = 1.45 t = 7.46** 
学習意欲がある t = 0.53 t = 5.76** 
自己防衛傾向がある t = 0.09 t = 2.39* 
責任感がある t = 2.24* t = 7.07** 
啓発的傾向がある t = 1.22 t = 0.68 
熱中性がある t = 3.07** t = 7.26** 
論理性がある t = 1.04 t = 7.58** 
感受性がある t = 0.21 t = 3.23** 
創造性がある t = 0.99 t = 2.15* 
着実性がある t = 0.44 t = 2.75** 
向上性がある t = 0.41 t = 3.70** 
開拓性がある t = 1.03 t = 4.04** 
独善性がある t = 1.13 t = 0.62 
長崎大学 大学教育機能開発センター紀要 第 3号 


























表 11 に示したように、1％水準と 5%水準で有









表 12 教員像の認識に関する t 値 









教育学部 (n=25)・(n=221) 11 4 15 
経済学部 (n=17)・(n=165) 7 2 9 
医学部 (n=107)・(n=154) 15 3 18 
歯学部 (n=55)・(n=37) 8 4 12 
薬学部 (n=26)・(n=80) 11 3 14 
工学部 (n=51)・(n=409) 15 0 15 
環境科学部 (n=21)・(n=84) 13 0 13 
水産学部 (n=17)・(n=82) 7 1 8 
項目 水産学部 医学部 
教員数・学生数 (n=17)・(n=82) (n=107)・(n=154)
論理的である t = 1.73 t = 0.25 
客観的である t = 0.421 t = 4.04** 
情熱的である t = 1.02 t = 5.53** 
開拓的である t = 0.37 t = 4.85** 
自己主張的である t = 2.78** t = 7.26** 
評論家的である t = 2.95** t = 4.79** 
独立的である t = 1.47 t = 3.52** 
協調的である t = 2.93** t =10.57** 
迅速的である t= 0.59 t = 6.05** 
批判的である t = 0.58 t = 1.12 
向上的である t = 0.12 t = 4.88** 
独創的である t = 2.83** t = 2.19* 
世間知らずである t = 1.07 t = 1.17 
疲れ気味である t = 0.78 t = 2.02* 
社交的である t = 0.72 t = 0.99 
教育が好きである t = 3.40** t =11.46** 
研究が好きである t = 1.65 t = 4.18** 
着実的である t = 1.52 t = 0.01 
独善的である t = 4.02** t = 2.81** 
事務処理が得意ではない t = 0.54 t = 1.68 
学生が好きである t = 3.88** t = 6.36** 
わがままである t = 1.52 t = 1.77 
仕事人間である t = 0.73 t = 2.26* 
家庭的である t = 2.15* t = 5.66** 
研究以外には無関心である t = 1.41 t = 8.73** 
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ここに示されているように、水産学部では有意






























































図 3 教員の抱く理想の学生像と学生の描く理想の自己像 
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果、有意差の出た項目数を表 13 に示す。 
ここに示したように、1％水準と 5%水準で有意






表 13 理想の学生像の認識に関する学部毎の 


















表 14 理想の学生像の認識に関する t 値 
*は 5%水準で有意差あり，**は 1%水準で有意差あり 
 
























教育学部 (n=25)・(n=221) 10 5 15 
経済学部 (n=17)・(n=165) 6 4 10 
医学部 (n=107)・(n=154) 9 5 14 
歯学部 (n=55)・(n=37) 12 5 17 
薬学部 (n=26)・(n=80) 9 5 14 
工学部 (n=51)・(n=409) 12 2 14 
環境科学部 (n=21)・(n=84) 6 0 12 
水産学部 (n=17)・(n=82) 2 4 6 
項目 水産学部 歯学部 
教員数・学生数 (n=17)・(n=82) (n=55)・(n=37) 
批判精神がある t = 0.17 t = 1.84 
自己主張をする t = 0.93 t = 3.05** 
迅速性がある t = 1.21 t = 2.93** 
協調性がある t = 0.22 t = 2.61* 
計画性がある t = 1.96 t = 4.42** 
勤勉性がある t = 0.23 t = 2.69** 
明朗性がある t = 0.44 t = 3.22** 
打算性がある t = 3.47** t = 4.99** 
政治的関心がある t = 1.67 t = 3.70** 
幼稚性がある t = 2.26* t = 3.22** 
自発性がある t = 0.76 t = 1.09 
学習意欲がある t = 1.00 t = 1.00 
自己防衛傾向がある t = 2.23* t = 3.66** 
責任感がある t = 1.22 t = 1.93 
啓発的傾向がある t = 0.34 t = 0.59 
熱中性がある t = 1.45 t = 2.06* 
論理性がある t = 1.66 t = 2.77** 
感受性がある t = 0.70 t = 2.15* 
創造性がある t = 2.18* t = 2.95** 
着実性がある t = 1.33 t = 3.40** 
向上性がある t = 2.38* t = 2.43* 
開拓性がある t = 0.79 t = 2.08* 
独善性がある t = 4.53** t = 1.56 
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表 15 教員から見た学生像と学生自身の自己像（1996 年調査分） 
















図 4  教員から見た学生像と学生自身の自己像（1996 年調査分） 



















(A)、(B)、(C)三群間の      
平均値の比較 
批判精神がある 3.60 ( .94) 3.58 ( .92) 2.61 (1.01) A、B>C t =12.55** 
自己主張をする 3.30 (1.01) 3.30 (1.00) 3.16 (1.12)    
迅速性がある 3.08 (1.01) 3.00 (1.02) 2.48 ( .83) A、B>C t =6.41** 
協調性がある 3.72 (1.04) 3.58 (1.04) 3.32 ( .94) A>B>C t =2.25* t =3.09** 
計画性がある 3.19 (1.16) 3.02 (1.09) 2.73 ( .84) A>B>C t =2.72** t =3.37** 
勤勉性がある 2.96 (1.01) 2.75 (1.01) 2.80 ( .98) A>B、C t =3.60** 
明朗性がある 3.59 ( .99) 3.60 ( .95) 3.66 ( .79)    
打算性がある 3.32 ( .84) 3.19 ( .92) 3.82 ( .88) C>A>B t =2.46* t =8.39** 
政治的関心がある 2.42 (1.17) 2.60 (1.15) 1.98 ( .79) B>A>C t =2.66** t =6.92** 
幼稚性がある 3.14 (1.05) 3.18 (1.05) 3.77 ( .89) C>A、B t =7.02** 
自発性がある 3.28 ( .89) 3.27 ( .97) 2.36 ( .89) A、B>C t =11.58** 
学習・研究意欲がある 3.36 ( .95) 3.05 ( .97) 2.64 ( .89) A>B>C t =5.80** t =5.22** 
自己防衛的傾向がある 3.38 ( .84) 3.76 ( .93) 3.77 ( .82)    
責任感がある 3.93 ( .88) 3.82 ( .93) 2.81 ( .89) A>B>C t =2.16** t =13.30**
相互啓発的傾向がある 3.13 ( .67) 3.13 ( .63) 2.52 ( .82) A、B>C t =11.01** 
熱中性がある 4.04 ( .86) 3.89 ( .93) 2.89 ( .91) A>B>C t =2.76** t =13.11**
論理性がある 3.15 (1.01) 3.14 (1.00) 2.57 ( .83) A、B>C t =7.15** 
感受性がある 3.88 ( .93) 3.88 ( .94) 3.19 ( .85) A、B>C t =9.08** 
創造性がある 3.36 (1.08) 3.16 (1.01) 2.40 ( .83) A>B>C t =3.27** t =9.45** 
着実性がある 3.33 ( .94) 3.21 ( .92) 2.92 ( .83) A>B>C t =2.31* t =3.90** 
向上性がある 3.66 ( .82) 3.55 ( .90) 2.86 ( .86) A>B>C t =2.25* t =9.39** 
開拓性がある 3.35 ( .95) 3.14 ( .92) 2.39 ( .82) A>B>C t =3.76** t =9.76** 
独善性がある 3.22 ( .82) 3.16 ( .79) 3.28 ( .83)    
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に関しては、表 15 の B群（2、3、4 年）のものを
使用している。 
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